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諫早市長　宮本　明雄
　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
多
く
の
人
々

が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
震
災
発
生

直
後
か
ら
福
島
県
内
に
お
け
る
給
水
支
援
と
被
災

者
の
心
身
の
ケ
ア
を
行
う
保
健
師
の
派
遣
を
行
い
、

ま
た
宮
城
県
石
巻
市
で
の 
罹 
災
証
明
交
付
事
務
へ

り

の
職
員
派
遣
、
福
島
県
新
地
町
で
の
下
水
道
施
設
復

旧
の
た
め
の
職
員
の
長
期
派
遣
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
継
続
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
長
期

的
な
視
野
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年　

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
世
界
体

１０

操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総
合
に
お
い
て
、
本
市
出

身
の
内
村
航
平
選
手
が
３
連
覇
と
い
う
史
上
初
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
市
民
は
も
と
よ
り
全
国
の

人
た
ち
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
内

村
選
手
に
は
、
今
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
金
メ
ダ
ル
獲
得
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
諫
早
高
校
出
身
の
森
岡
紘
一
朗
選
手
も
昨
夏

韓
国
で
開
催
さ
れ
た
世
界
陸
上
男
子　
 
㌔
㍍ 
競
歩

５０

競
技
に
お
い
て
６
位
入
賞
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
出
場
が
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
同

じ
く
本
市
出
身
の
副
島
正
純
選
手
が　

月
に
開
催

１０

さ
れ
た
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
３
位
入
賞

し
、
本
年
の
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場

が
内
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
副
島
選
手
は
、　

月
に
開

１１

催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
車

い
す
の
部
に
お
い
て
も
見
事
に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
本
市
出
身
の
堀
川
こ
ず
え
選
手
が
準
優

勝
、
同
じ
く
池
田
舞
子
選
手
が
３
位
入
賞
を
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
成
績
に
よ
り
堀
川
選

手
は
日
本
代
表
と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
カ
タ
ー
ニ
ア

で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手
権
大
会
に
も
出
場
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
若
者
の
活
躍
は
、
２
年
後

に
迫
っ
た
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
に
向
け
て
大

い
に
弾
み
と
な
る
も
の
で
、
本
市
出
身
選
手
の
地
元

国
体
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
創
設
し
た
「
地

域
づ
く
り
協
働
事
業
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
が
各
地
域
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
新
た
な
活
力
、
魅
力
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
企
画
・
具
体
化
す
る
取
り
組
み
と
し
て
創

設
し
た
「
諫
早
市
ビ
タ
ミ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

と
併
せ
て
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
は
中
央
交
流
広
場
の
落
成
式
を
行

い
、
の
ん
の
こ
ま
つ
り
や
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
す
で
に
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
定

着
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
九
州
新
幹
線
西
九
州

ル
ー
ト
（
長
崎
ル
ー
ト
）
の
整
備
に
併
せ
た
諫
早
駅

前
周
辺
整
備
事
業
や
（
仮
称
）
歴
史
文
化
館
の
建
設
、

（
仮
称
）
諫
早
市
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
、
平
成　

年
の
長
崎
国
体
開
催
に
向
け
て
、
広
報
・

２６

啓
発
活
動
な
ど
を
推
進
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
会
の

実
現
を
目
指
し
各
種
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
き
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ま
す
。
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
対
策
な
ど
教

育
施
設
の
整
備
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
防
止
や
農
業
基

盤
の
整
備
な
ど
農
林
水
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
場
の

創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の
企
業
誘
致

の
推
進
、
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
へ
の
支
援
な
ど
に
よ

る
商
工
業
の
活
性
化
、
地
域
高
規
格
道
路
「
島
原
道

路
」
な
ど
の
幹
線
道
路
の
整
備
や
「
生
活
基
盤
整
備

事
業
」、「
地
域
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」
に
よ
る
生
活

道
路
や
水
路
な
ど
の
整
備
、
交
通
不
便
地
域
で
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
実
証
実
験
の
実
施
な
ど

交
通
支
援
対
策
、
下
水
道
施
設
の
計
画
的
整
備
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

本
年
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
常
に
市
民
目
線
と
感
覚

で
物
事
を
考
え
る
「
生
活
密
着
宣
言
」
を
す
べ
て
の

根
幹
に
据
え
、
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
都
市
構
造
を
有
す
る
「
希
望
と
安
心
の
ま

ち
！
ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」
の
実
現
を
目

指
し
、
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
、
こ
の
一
年
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平
成　

年
１
月
吉
日　
　

２４

多良見町古川の桜 小長井町山茶花高原タコ揚げ

高来町轟の滝

森山町唐比ハス園

白木峰高原の菜の白木峰高原の菜の花花

飯盛町結の浜
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私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
み
、ま
た
事

業
活
動
を
行
う
上
で
、必
ず
ご
み
が
発
生

し
ま
す
。

　

一
般
家
庭
で
は
、
決
め
ら
れ
た
ご
み

収
集
日
に
適
切
な
分
別
を
し
、
ご
み
を

出
し
ま
す
。

　

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
収
集
運
搬
の

許
可
を
持
っ
た
業
者
に
依
頼
す
る
か
、

ま
た
は
法
に
定
め
ら
れ
た
処
理
基
準

に
従
っ
た
構
造
を
有
す
る
施
設
で
処

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
部
の
心
無
い
人
が
、こ
れ
ら
を
守

ら
ず
、
不
法
投
棄
や
野
焼
き
で
廃
棄

物
を
処
理
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
違
法
行
為
で
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
不
法
投
棄
や

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
市
環
境
政
策
課
） 

◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
第　

条
に
「
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃

１６

棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
」と
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
五
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
法
人
が
違
反
し
た
場
合
は
、
罰

金
は
さ
ら
に
上
が
り
、
三
億
円
以
下
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
軽
犯
罪
法
や
道
路
法
、
道
路

交
通
法
な
ど
に
も
同
様
に
不
法
投
棄
の
禁

止
と
罰
則
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
広
範
な
法
律
に
お
い
て
、
不

法
投
棄
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
も
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
地
域
の
美
観
を
損
な
い
、

環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
生
活
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
不
法

投
棄
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
生
活
環
境
を
自
分
た
ち
で
守
る
心
掛
け

も
大
切
で
す
。

　

個
人
所
有
の
土
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た

場
合
、
投
棄
者
が
特
定
で
き
れ
ば
撤
去
の
指

導
が
で
き
ま
す
が
、
特
定
で
き
な
い
場
合
、

土
地
の
所
有
者
自
身
で
撤
去
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
に
は
管
理
責
任

が
あ
る
の
で
、
不
法
投
棄
を
招
か
な
い
よ
う

防
護
柵
の
設
置
や
定
期
的
な
見
回
り
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

も
し
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
、そ
の
ご
み

が
さ
ら
に
ご
み
を
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
で

早
め
の
撤
去
な
ど
の
対
応
が
大
切
で
す
。

　

不
法
投
棄
者
は
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
皆
さ
ん
が
周
り
に
注
意
を
払

い
、
不
法
投
棄
し
に
く
い
状
況
を
作
る
こ
と

も
防
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し

た
ら
投
棄
者
の
特
徴
や
車
両
ナ
ン
バ
ー
、
投

棄
場
所
、
ご
み
の
種
類
な
ど
を
諫
早
警
察

署
、
市
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福

祉
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
用
物
を
無
料
で
回
収
す
る
業
者
が
不

用
物
の
一
部
を
有
料
で
引
き
取
る
場
合
は
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
の
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、業
者
名
と
連
絡
先
、

許
可
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
場
合
は
、
市
環
境
政

策
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
平
日
・

休
日
・
夜
間
を
問

わ
ず
不
法
投
棄
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
保
健
所
や
諫
早
警
察
署
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
情
報

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

不
法
投
棄
防
止
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

◎
不
法
投
棄
の
禁
止

み
ん
な
で
地
域
の
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
か
け
た
ら

不
用
物
の
回
収
業
者
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
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野
焼
き
は
、
原
則
禁
止
で
す
。

　

た
だ
し
、
公
益
上
も
し
く
は
社
会
の
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
も
の
、
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
な
次
の
よ
う

な
も
の
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
で
、
そ
の
施
設

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却
（
河
川
・
道
路
管
理
を
行
う
た
め
伐

採
し
た
草
木
の
焼
却
な
ど
）

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の
ほ

か
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
（
災

害
時
に
お
け
る
木
く
ず
の
焼
却
な
ど
）

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
（
鬼

火
焚
き
な
ど
）

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

廃
棄
物
の
焼
却
（
農
業
者
の
焼
き
畑
、
稲
わ

ら
の
焼
却
な
ど
（
た
だ
し
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
焼
却
は
認
め
ら
れ
な
い
））

⑤
た
き
火
そ
の
ほ
か
日
常
生
活
を
営
む
上

で
、
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
）

※
こ
の
よ
う
な
焼
却
に
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
民
家
の
近
く
で
の
野
焼
き
は
、
煙
で
近
所

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
火
災
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長

時
間
の
野
焼
き
は
、
広
範
囲
に
煙
が
拡
散

し
、
多
く
の
苦
情
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
焼
却
す
る
場
合
は
短
時
間
で
少

量
に
と
ど
め
、
風
向
き
を
考
慮
し
、
草
木

な
ど
は
よ
く
乾
か
す
な
ど
し
て
煙
の
発

生
量
を
抑
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
野
焼
き
禁
止
の
例
外
で
も
、
生
活
環
境
上

支
障
を
与
え
、
苦
情
な
ど
の
あ
る
場
合
や

次
の
構
造
基
準
を
満
た
さ
な
い
よ
う
な

簡
易
焼
却
炉
を
使
用
し
た
場
合
は
、
行
政

指
導
や
改
善
命
令
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
空
気
取
り
入
り
口
と
煙
突
の
先
端
以
外

に
焼
却
設
備
内
と
外
気
が
接
す
る
こ
と

が
な
く
、
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
が
摂
氏
８
０

０
度
以
上
の
状
態
で
廃
棄
物
を
焼
却
で

き
る
こ
と

②
焼
却
に
必
要
な
量
の
空
気
の
通
風
が
行

え
る
こ
と

③
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
、
定
量
ず
つ

ゴ
ミ
を
燃
焼
室
に
投
入
で
き
る
こ
と

④
燃
焼
室
中
の
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
測
定

で
き
る
装
置
が
あ
る
こ
と

⑤
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
保
つ
た
め
に
必
要

な
助
燃
装
置
が
あ
る
こ
と

※
こ
の
基
準
に
よ
り
、
ド
ラ
ム
缶
、
素
掘
り

の
穴
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
重
ね
た
も
の
な

ど
簡
易
的
に
設
け
た
焼
却
炉
で
の
焼
却

は
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
違
反
す
る
と
、
不
法
投
棄
の
罰

則
と
同
様
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　　

野
焼
き
に
関
し
て
も
不
法
投
棄
と
同
様

に
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
環
境
保
全
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

　昨年１０月に行われた世界体操競技選手権大会で
史上初の個人総合３連覇を成し遂げた本市出身の
内村航平選手が、４人目となる県民栄誉賞を受賞
しました。
　１２月２１日、長崎県庁で表彰式が行われ、最年少
での受賞となる内村選手は、「素晴らしい賞をい
ただきありがとうございます。来年のロンドンオ
リンピック、これからの体操人生を頑張っていき
たい。これからも応援よろしくお願いします」と
笑顔で語りました。

　諫早駅前の本明川河川情
報板を市政に関する情報発
信に活用します。
　この情報板は、国土交通
省長崎河川国道事務所が設
置しているもので、本明川
の水位や気象情報などを随
時発信するものです。
　１２月２２日には、現地で開

始式が行われ、平成２６年開催の「長崎国体」や
「九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）」に関す
る情報発信を始めました。
　今後も、多くの市民や諫早市を訪れる皆さんに
さまざまな情報を提供していく予定です。
■放映時間／毎日午前７時～午後８時（国土交通
省の発信する河川情報と市政情報）

■画面サイズ／縦１９２㎝×横２５６㎝（フルカラー
LED 方式）

市受付分・１月１０日現在
　総額　　　　５７，３２６，７８０円
　募金箱　　　６，２９４，６２１円
　窓口受付　　５１，０３２，１５９円

・㈲大栄ハウジングパートナー会一同
・遊遊歌謡教室
・ジスコ不動産㈱

・二八会
・いさはや港祭りinうき実行委員会

１２月８日～１月１０日受付分　（市福祉総務課）

◎
野
焼
き
の
禁
止

野
焼
き
禁
止
の
例
外

廃
棄
物
焼
却
炉
の
構
造
基
準
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　本市は、諫早湾沿岸を中心に干拓が行われて来た歴史があり、軟弱地盤が多く、現在は沈静化して
いるものの地盤沈下が懸念されています。また、飲料水などの８０％を地下水に依存しているなど、市
民にとって地下水は大変重要な財産です。
　今回、地盤沈下の未然防止と地下水の保全を図るために諫早市環境保全条例の一部を改正し、平成
２４年４月より地下水の採取規制を行うこととしました。　　　　　　　　　　　　（市環境政策課）
●規制の内容
　対象となるポンプを設置し地下水を採取しようとする場合は市と事前協議を行うこと。
●規制対象と規制区域（下表参照）
�市内全域／ポンプ吐出口の断面積が２１�（口径５１．７�）を超えるポンプを設置する場合。
�地盤沈下の防止を特に必要とする地域（下図参照）／吐出口断面積１０�（口径３５．９�）を超え、かつスト
レーナー（井戸への取水孔）の位置が１５０�より浅いポンプを設置する場合。
※ただし、個人の飲料用井戸は対象外。
●施行日／平成２４年４月１日
※なお、平成２４年３月３１日以前に既に対象規模の施設で地下水を採取している場合は、平成２４年４月３０日ま
でに市へ届出をお願いします。

ストレーナー
の位置（m）

吐出口
断面積（�）協議対象番号

―２１超対　象①
―２１以下対象外②

ストレーナー
の位置（m）

吐出口
断面積（�）協議対象番号

―２１超対　象③
１５０以浅１０超～２１以下対　象④
―１０以下対象外⑤

１５０以深１０超～２１以下対象外⑥

�市内全域

�地盤沈下の防止を特に必要とする地域

規制対象
地盤沈下の防止を特
に必要とする地域
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扶養

　　　　　　　　申告期間　２月１６日�～３月１５日�
　住民税は、前年中（平成２３年１月１日～１２月３１日）の所得に基づき課税されます。
　申告が遅れたり申告をしないと、国民健康保険料や介護保険料の算定、保育所入所や福祉医療費
の受給などに必要な各種証明書の交付を受けられなくなる場合がありますので、必ず期間内に申告
をしてください。
　また、申告期限間近は大変混雑しますので、早めに申告してください。　　　　　　（市民税課）

�
申
告
期
間

　

２
月　

日�
〜
３
月　

日�

１６

１５

※
土
・
日
は
除
く
。

�
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

�
申
告
会
場

○
諫
早
市
役
所
別
館
１
階

　
　
（
特
設
会
場
）

○
多
良
見
支
所
３
階

　
　
（
特
設
会
場
）

○
森
山
支
所
２
階

　
　
（
特
設
会
場
）

○
飯
盛
支
所
１
階　

総
務
課

○
高
来
支
所
１
階　

会
議
室

○
小
長
井
支
所
１
階　

会
議
室

※
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど

の
申
告
は
、
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
は
当
会
場
で
受
け
付

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

（
諫
早
税
務
署
で
の
申
告
に
な
り

ま
す
）。

�
申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成　

年
中
（
１
〜　

月
）
の

２３

１２

収
入
金
額
な
ど
を
証
明
す
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
明
細

書
、
支
払
調
書
な
ど
収
入
が
わ
か

る
も
の
）、
お
よ
び
経
費
の
計

算
に
必
要
な
領
収
書
な
ど

②
各
種
所
得
控
除
を
受
け
る
た

め
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

な
ど
（
社
会
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保

険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
ま
た
は

領
収
書
な
ど
。
一
定
額
以
上
の
医

療
費
の
支
払
が
あ
っ
た
人
は
、
そ

の
領
収
書
。
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付
を
受
け
た
人
は
そ

の
認
定
書
）

③
印
鑑
（
認
印
可
）

�
寄
附
金
税
制
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た

　

平
成　

年
１
月
１
日
以
降
に

２３

寄
附
さ
れ
た
寄
附
金
か
ら
、

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下

限
額
が
５
千
円
か
ら
２
千
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
対

す
る
義
援
金
は
、
所
得
税
、

住
民
税
の
寄
附
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

国
税
の
申
告
・
納
税
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp/

）
ま
た
は
、

諫
早
税
務
署
（�
　

・
１
３

２２

７
０
㈹
）
へ
。

※
注
１：

営
業
、
不
動
産
お
よ
び
土
地
・
株
式
の
所
得
が
あ
り
確
定
申
告

す
る
人
や
、
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
か
ら
所
得
税
を
納
め
過
ぎ

て
い
る
所
得
税
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
た
め
の
還
付
申
告
（
医

療
費
控
除
な
ど
）
を
行
う
人
な
ど
。

※
注
２：

通
常
は
１
月　

日
ま
で
に
、
給
与
・
年
金
な
ど
の
支
払
者
か
ら
、

３１

市
町
村
へ
２
部（
給
与
支
払
報
告
書
）提
出
し
て
い
た
だ
き
、本

人
へ
１
部（
源
泉
徴
収
票
）交
付
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
表
は
、
一
般
的
に
解
説
し
た
も
の
で
、
該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

住
民
税
の
申
告

寄
附
金
控
除

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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（１）営利企業などの従事の状況（平成２２年度実績）

（２）職務専念義務免除の状況（平成２２年度実績）

（１）公務災害の状況　（平成２２年度新規認定件数）

（２）措置要求の状況　　平成２２年度実績なし

（３）不服申立ての状況　平成２２年度実績なし

市職員の給与の状況・職員数・勤務条件などの概要についてお知らせします
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市職員課）

 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間（平成２３年４月１日現在）

休憩時間終了時間開始時間
１２：００～１３：００１７：１５８：３０

（２）年次有給休暇の取得状況（平成２２年実績）

　　職員１人あたり平均取得日数　　１０．５日

（１）分限処分の状況（平成２２年度実績）
降給休職免職降任
０人１２人０人０人

（２）懲戒処分の状況（平成２２年度実績）
戒告減給停職免職
０人２人０人０人

主な内容許可件数
調査員などに従事９３件

主な内容承認件数
スポーツ大会役員など１４件

 職員の研修などの状況（平成２２年度実績）
受講者数研修内容区分
１６８人新採、政策立案、主任、管理職など階層別研修
１，２１６人自治大、市町村アカデミー、法制執務など専 門 研 修

７人国、県、友好交流都市派遣など派 遣 研 修
８人自主研修そ   の   他

死亡傷病区    分
０件１件公務上の災害
０件０件通  勤  災  害

（８）部門別職員数の状況（平成２３年４月１日現在）
Ｈ２３年Ｈ２２年部　門
９人９人議　会

一
般
行
政

２６２人２４７人総　務
５１人５２人税　務
１人０人労　働
８７人８１人農　林
２２人１９人商　工
９４人１０９人土　木
１２６人１３１人民　生
６７人７４人衛　生
１３６人１４３人教　育教 育
５２人６５人水　道公営企

業など
３８人４５人下水道
４６人４６人その他

※９９１人※１，０２１人計

３

４

※教育長を含
む一般職員数

職員の任免に関する状況
（１）採用の状況（平成２２年度採用試験）

Ｈ２３．４．１採用者受験者職　種
６人１５２人事　務　Ⅰ
１人５人土　木　Ⅰ
２人２８人事　務　Ⅱ
０人２人事務（電算）
１人５人土　木　Ⅱ
１人７人事　務　Ⅲ
１人７２人事務Ａ（民間企業等経験者）
２人２７人事務Ｂ（スポーツ等実績者）
１人４人建築（一級建築士）
１５人３０２人計

１

１人あたり給与費職員手当給料職員数

６３６万円１８億６，７５７万円３５億５，９７２万円８５４人

職員の給与および職員数に関する状況
（１）人件費（平成２２年度普通会計決算）

２

５００，０００円議　長報

酬

９６０，０００円

７８０，０００円

市　長

副市長

給

料
４２０，０００円副議長
４０５，０００円議　員

期末手当（支給割合）期末手当（支給割合）
１．６０月分６月期１．４０月分６月期
１．５５月分１２月期１．５５月分１２月期
３．１５月分計２．９５月分計

（７）特別職の報酬など（平成２３年４月１日現在）

（２）退職の状況（平成２２年度実績）
計懲戒免職死亡普通勧奨定年
４３人０人１人１人７人３４人

（２）ラスパイレス指数（平成２２年４月１日現在）
　　※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００
　　　とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　１００．４

（３）平均年齢と平均給料月額（平成２３年４月１日現在）
平均給料月額平均年齢区分
３４４，１００円４４歳　１月一般行政職
３６１，７００円５２歳　３月技能労務職
４００，６００円４７歳　７月教　育　職

（４）初任給（平成２３年４月１日現在）
１７２，２００円大学卒

一般行政職 １４０，１００円高校卒

（５）行政職の級別職員数の状況（平成２３年４月１日現在）
構成比職員数標準的な職務内容区分
１．３％９人部長、議会事務局長８級
３．１％２２人部理事、部次長、支所長、参事監など７級
１２．１％８６人課長、参事、出張所長など６級
１５．３％１０９人室長、課長補佐、参事補など５級
２２．９％１６３人主任４級
３６．７％２６１人副主任３級

４．８％３４人高度の知識経験を必要とする業務を行う
職務２級

３．９％２８人定型的な業務を行う職務１級

退職手当期末・勤勉手当
定年・勧奨自己都合勤続年数勤勉手当期末手当
３０．５５月分２３．５月分２０年０．６７５月分１．２２５月分６月期
４１．３４月分３３．５月分２５年０．６７５月分１．３７５月分１２月期
５９．２８月分４７．５月分３５年１．３５月分２．６０月分計
５９．２８月分５９．２８月分最高限度額役職加算５～１５％有

（６）職員手当の状況（平成２３年４月１日現在）

職員の福祉および利益の保護の状況７

職員の服務の状況６

 職員の分限および懲戒処分の状況５
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　新たに指定管理者制度を導入した施設について、
次のとおり指定管理者を決定したのでお知らせしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　（市総務課）

※指定期間は、平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日
 

ー諫早文化会館から休館日変更のお知らせー
　指定管理者制度導入にあわせ、休館日を変更します。
これまでの休館日は、年末年始と毎週月曜日（祝日のと
きは翌日）でしたが、４月１日からは、年末年始と毎月
第１月曜日（祝日のときは翌日）のみを休館日とします。
　毎月第２月曜日以降の月曜日は開館しますのでご利
用ください。　　　　　　　　　　　　（市教委文化課）

指定管理者募集の方法施設の名称No

高来地区社会福
祉協議会公募

諫早市とどろき体育館
諫早市高来武道館
諫早市高来総合運動公園
諫早市高来城ノ下グラウンド
諫早市高来西グラウンド

１

社団法人
諫早青年会議所公募諫早文化会館２

　経済センサス－活動調査は、全産業分野の経済活
動を同一時点で網羅的に把握する調査です。全国す
べての事業所を対象とすることから「経済の国勢調
査」といえるもので、日本経済の「いま」がわかり
ます。調査のご理解、ご協力をお願いします。

（市地域振興課）
■調査期日／２月１日現在で実施　
■調査対象／全国すべての企業・事業所
■調査事項／経営組織、事業所の開設時期、従業者
数、事業所の主な事業の内容、売上および費用の
金額、事業別売上金額など

■調査方法／調査票は１月末日までに届けますので
２月１日以降に提出してください。

【調査員による調査】支社などのない事業所および
新設の事業所については、調査員が訪問し調査を
行います。

【国、都道府県および市による調査】支社などを有
する企業、一定規模以上の製造業の事業所および
純粋持株会社については、民間事業者を通じて調
査票を郵送し調査を行います。

※詳しくは、こちらのホームページをご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm

経済センサス
�

　市は平成２３年度から公用車の有料広告に取り組ん
でいます。平成２４年度も引き続き市所有の公用車に
民間企業などの広告掲載を募集します。
■広告掲載公用車
　掲載車両／軽貨物自動車１０３台
　掲載個所／車体の両側面の後部ドア
　掲載料　／３万円（０．５㎡当たり）
　掲載方法／ラッピングフィルム、カッティングシート、

マグネットシート（作成費用は広告主負担）
■広告掲載期間
　平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日（更新可）
■申込対象者／市内に事業所、営業所を有する企業
または個人など
■申込期間／２月１日�～２９日�
　午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）
■申込方法／諫早市公用車広告掲載申込書（市ホー
ムページからダウンロード可）に広告の原稿（任意様
式）と掲載位置図（任意様式）、企業概要がわかる
書類を添えて、市管財用地課へ持参してください。
■その他／公用車への広告掲載に当たっては、諫早
市広告掲載事務実施要綱、諫早市公用車広告掲載
取扱要領に従ってください。申込受付後、諫早市
広告審査会で掲載の可否を決定し通知します。
■問い合わせ先／市管財用地課

　市が所有する普通財産・土地の払い下げを一般競
争入札により実施します。
■売却物件
　物件１　永昌町４３８番６　宅地７２１．０７㎡
　　　　　用途地域：第一種住居地域
　物件２　栄田町１３３７番５　宅地１９４．７９㎡
　　　　　用途地域：第一種低層住居専用地域　
　物件３　永昌東町５４番　宅地１１２．６１㎡
　　　　　用途地域：商業地域
■受付期間／１月２３日�～２月１５日�
　午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）
■入札日時／２月１７日�　午前９時３０分～
■入札方法／一般競争入札
■入札会場／市役所本館８階８‐４会議室　
■入札執行当日に持参するもの
　入札参加申込受付書（受付時に発行）、入札書、
　入札保証金領収書、運転免許証など本人確認書類
　印鑑（実印）など
※代理人の場合は委任状、印鑑
■問い合わせ先／市管財用地課
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クリスマス in 中央保育所 ３９回目の贈り物　ありがとう「燃えない街」づくり防火体験
　１２月２７日、青森県の松ヶ崎さんから、
市を通して有喜福祉村へ、今年もリン
ゴ（１５箱）が贈呈されました。

　１１月２０日、馬渡町第一自治会で防火研修
を開催。諫早消防署の指導で消火機器を使
用した防火実践研修に一人暮らしの高齢者
など多くの人が参加しました。（市民投稿）

　１月１０日、市民の生命と財産を守るという消防団の使命を認識することなどを目的に「諫早市消防出
初式」が開催されました。市体育館での式典では、厳かな雰囲気の中、永年消防団活動に従事した団員
への表彰などが行われました。また、栄町・本町アーケードでの観閲行進や本明川のんのこ河原での一
斉放水には、多くの市民が集まり消防団員の勇姿に我が町の安心・安全を実感していました。

今年の無火災を祈念し　諫早市消防出初式

　１２月２４日、諫早中央保育所で公立３保育
所などの園児が集まり、歌や踊り、サンタ
の登場で楽しいクリスマス会が行われまし
た。

歌と演奏に感動！
　１２月２３日、諫早文化会館で市内小・
中学生の音楽クラブによる音楽の祭典
「第１４回八江学芸祭」が開催。１７団体
が合唱や演奏を披露しました。

せーの　それ！
　１月８日、原口町子ども会の子ども
たちが、町内の家を回り、めでたいお
謡いを上げて、もぐら打ちを行いまし
た。
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ちびっこ土俵入り 親子で仲良く料理

年末年始は火の用心全力疾走！
　年末年始に多発する火災を１件でも防止し、火災のない明
るい新年を迎えようと、毎年恒例の「歳末火災予防祈願もち
つき大会」が１２月１３日諫早消防署で行われました。今年は、
深山保育園・真生保育園・小栗幼稚園から約７０人の園児が参
加し、消防職員と一緒に元気に餅をつきました。

　１２月１１日、県立陸上競技場で小学４年生から一般男女まで
４００人余りが参加して「第４６回諫早ロードレース大会」が行わ
れました。各クラスで、合図とともに選手たちが勢いよくス
タートを切ると、コース脇からも大きな熱い声援が送られま
した。

　１月６日、飯盛町後田地区で鬼火焚
きが開催。地区住民が集まって、門松
やしめ飾りなどを焼き１年間の無病息
災を祈りました。

　１２月２３日、恒例の「巳の日相撲大会」が
小長井町の藤原神社で行われ、ちびっ子の
土俵入りや子どもから大人までの力強い相
撲が奉納されました。　（市民記者　田 ）

　１２月１０日、中尾町子ども会で「親子料理
教室」を開催。子どもたちはみんな目をキ
ラキラさせて真剣に包丁を握っていました。
　　　　　　　　　　　　　　（市民投稿）

今年も「無病息災」

ご成人おめでとうございます！息災願いどんど焼き
　１月７日、高来町深海地先河川敷で「深海地区どんど焼き」が開
催。会場には子どもからお年寄りまで約３００人が集まり、竹で組み上
げた高さ１０ｍほどのヤグラに小学６年生の年男が点火すると、勢い
よく燃え上がりました。参加した人たちは、残り火で焼いた餅や芋
をほおばり無病息災を願ったり、振る舞われたぜんざいや、シシ汁
を食べ大いに楽しみました。　　　　　　　　　（市民記者　木下）

　１月９日の成人の日を前にした８日、諫早文化会館で「諫
早市成人式」が行われました。今年の市の新成人は１，４０７人
（男６８９人、女７１８人）で、会場には華やかな晴れ着やスーツ
姿の新成人が多く集いました。今年は成人式実行委員会の立
案により東日本大震災の被災者支援の募金活動も行われまし
た。　
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市
は
、
経
済
的
な
理
由
で
お
子

様
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
人
に
、
学
用
品
や
学

校
給
食
な
ど
の
費
用
を
援
助
し
て

い
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成　

年
度
小
学
１
年
生
〜
中

２４

学
３
年
生
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
学
校
教
育
課

　

介
護
保
険
料
な
ど
、
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
な
ど
で
所
得
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
対
象

介
護
保
険
料

○
平
成　

年
中
に
、特
別
徴
収（
年

２３

金
か
ら
差
引
き
）
で
納
付
し
た

介
護
保
険
料

　

《
必
要
書
類
》

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票

○
平
成　

年
中
に
、
普
通
徴
収

２３

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

で
納
付
し
た
介
護
保
険
料

　

《
必
要
書
類
》

　

納
付
額
を
確
認
で
き
る
書
類

※
平
成　

年
分
か
ら
普
通
徴
収
で

２３

納
付
し
た
人
に
は
、「
普
通
徴
収

に
よ
る
保
険
料
納
付
済
額
の
お

知
ら
せ
」
を
１
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
お
知
ら
せ
」
に

は
、
普
通
徴
収
で
納
付
し
た
国

民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
額
も
記
載
し
て

い
ま
す
。

医
療
費
控
除
対
象

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

○
医
療
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
（
訪
問
看
護
・
通
所
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
）

○
福
祉
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
（
訪
問
介
護
﹇
生
活
援
助
中

心
型
を
除
く
﹈・
通
所
介
護
な

ど
）
は
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
と
併

せ
て
利
用
し
た
場
合
の
み
対
象

　

《
必
要
書
類
》

　

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
金

額
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書

お
む
つ
代

○
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
寝
た
き

り
の
人
の
お
む
つ
代

　

《
必
要
書
類
》

　

領
収
書
と
医
師
の
証
明
書
（
お

む
つ
使
用
証
明
書
）

※
２
年
目
以
降
の
人
は
、
市
高
齢

介
護
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
対
象

○
要
介
護
認
定
を
受
け
た
満　

歳
６５

以
上
の
人
で
、
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
に
準
ず
る
人
（
要
介
護
認
定

を
受
け
た
人
全
員
が
該
当
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

満　

歳
以
上
の
人
で
、
訪
問
調

６５
査
の
結
果
、
障
害
者
に
準
ず
る

と
認
め
ら
れ
た
人

　

《
必
要
書
類
》

　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

※
認
定
書
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

市
高
齢
介
護
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
高
齢
介
護
課

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
老
齢

年
金
を
受
給
中
の
人
へ
、
平
成　
２３

年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
「
源
泉
徴
収
票
」

を
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
の
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
年
金
額
が
、　

歳
未

６５

満
の
人
で
１
０
８
万
円
以
上
、　
６５

歳
以
上
の
人
で
１
５
８
万
円
以
上

の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
所
得
税

が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
な
ど
が
必
要
な
と
き

は
、
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
と
遺
族
年
金
に
つ
い

て
は
、
非
課
税
の
た
め
源
泉
徴

収
票
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諫
早
年
金
事
務
所
（�
　

・
１

２５

６
６
３
）
ま
た
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
（�
０
５
７
０
・　

・
０５

１
１
６
５
）

　
「
健
康
い
さ
は
や　

」は
諫
早
市

２１

の
健
康
増
進
計
画
で
す
。
平
成　
１８

年
に
策
定
し
、
平
成　

年
度
が
計

２４

画
の
最
終
年
度
に
な
る
た
め
、
計

画
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
人
か
ら

１９

６４

無
作
為
に
抽
出
し
た
４
、
５
０
０

人
の
対
象
者
に
、
調
査
票
を
１
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
健
康

づ
く
り
施
策
に
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（�
　

・
２７

０
７
０
０
）

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行

し
ま
す
。
１
年
に
１
回
は
特
定
健

診
を
受
け
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
し
ょ
う
。

《
受
診
に
つ
い
て
》

■
対
象
者

　
　

〜　

歳
の
国
保
加
入
者

４０

７４

■
検
査
内
容

　

身
体
計
測
、
血
圧
、
血
液
検
査

（
脂
質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・

貧
血
・
血
糖
）、
尿
検
査
、
心
電

図
ほ
か

■
受
診
方
法

　

市
内
病
（
医
）
院
に
予
約
し
て

受
診

■
受
診
期
限

　

平
成　

年
３
月
末
ま
で

２４

■
必
要
な
物

　

国
民
健
康
保
険
証
、
受
診
者
負

担
金
５
０
０
円

《
特
定
健
診
＋
が
ん
検
診
の
「
ミ

ニ
人
間
ド
ッ
ク
」が
お
得
で
す
》

　

諫
早
市
国
保
で
は
、
特
定
健
診

と
諫
早
市
が
ん
検
診
を
同
時
に

受
診
さ
れ
る
と
、
が
ん
検
診
の

受
診
者
負
担
金
に
２
０
０
円
を

上
限
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

（
受
診
の
例
）

・
特
定
健
診
＋
肺
が
ん
検
診

　

受
診
者
負
担
金
６
０
０
円
↓
５
０
０
円

・
特
定
健
診
＋
大
腸
が
ん
検
診

　

受
診
者
負
担
金
７
０
０
円
↓
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課

就
学
援
助
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

介
護
保
険
料
な
ど
は
所
得
控
除

の
対
象
で
す

「
健
康
い
さ
は
や　

」
市
民
ア
ン

２１

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

年
金
受
給
者
へ
源
泉
徴
収
票
を

お
送
り
し
ま
す

受付時間受付場所受付日

午前９時
～１１時３０分

午後１時～５時

飯盛支所総務課２月１日 
たらみ会館１階第１会議室２月２日 
森山支所１階市民相談室２月３日 
高来支所１階会議室２月６日 
小長井支所１階第１会議室２月７日 

午前９時
～１１時３０分

午後１時～６時

諫早市役所本館７階
７-１会議室

２月１日 
　～７日 
（土・日を除く）

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か

〜
諫
早
市
国
保
の
人
へ
〜

平成２３年１２月１日現在
（ ）内前年同月比

人口１４０，３９０人（－５６３）
　男６６，０７４人（－２２２）
　女７４，３１６人（－３４１）
世帯５１，３７０戸（－８９）
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13 ２０１２年（平成２４年）２月号 広報 諫早

市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

■本庁定期開催分
　ところ／市民相談室（高城会館３階）
　問い／市民相談室（�２２－３１１３）
　お車でお越しの際は、市役所駐車場を
ご利用ください。
�法律相談
　６日�、２０日�
　午後１時～４時（事前予約制）
※事前予約の受け付けは翌月の相談
日まで、土・日・祝日を除く。
　市内居住者で、同一の相談について
原則１回
�遺言・契約等相談
　２８日�　午後１時～４時
�登記相談
　１４日�　午前１０時～午後３時
�不動産相談
　７日�　午前９時～正午
�交通事故相談
　７日�　午後１時～３時
　２１日�　午前１０時～午後４時
�人権相談
　２日�、９日�、１６日�、２３日�
　午前１０時～午後３時
※支所定期開催分
　多良見支所相談室２３日 午前９時～午後１時
　飯盛支所相談室２日 午前１０時～午後３時
　高来支所小会議室２日 午前９時～午後１時
　小長井支所相談室９日 午前９時～午後１時
�行政相談
　３日�、１０日�、１７日�、２４日�
　午前１０時～午後３時
※支所定期開催分
　多良見支所相談室２４日 午前１０時～午後１時
　森山支所相談室１７日 午前１０時～午後３時
　飯盛支所相談室１０日 午前１０時～午後１時
　高来支所小会議室１７日 午前１０時～午後１時
　小長井支所相談室１０日 午前１０時～午後３時
�消費生活相談・一般相談
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前８時３０分～午後５時
　ところ／市消費生活センター、
　　　　　各支所住民福祉課
　問い／市消費生活センター（�２２－３１１３）

■その他開催分
�草花・樹木に関する相談
　１日�、８日�、１５日�、２２日�、
　２９日�
　午前９時～午後４時
　ところ／市役所本館玄関ホール
　問い／市緑化公園課
�少年センター相談（いじめ・不登校）
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前９時～午後５時
　ところ／野中町５０８－８
　問い／少年センター（�２４－３７３７）

（2月）

小児救急医療電話相談「＃８０００」を活用ください
　夜間に、子どもの急な発熱、打撲、嘔吐、けいれんなどで心配になっ
たとき、経験豊富な看護師などが電話相談に応じます。お気軽にご相
談ください。
■時間／午後７時～午前８時（土曜日は午後３時～１１時）
■方法／固定・携帯電話から「＃８０００」番でご利用ください
■対応者／看護師、保健師または必要に応じて小児科医
※電話相談は、病気の診断・治療を行うものではなく、保護者が対処に戸惑うとき
や医療機関を受診すべきかどうか判断に困ったときなどに助言を行うものです。

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
、

２４

新
し
く
作
成
し
た
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、
申
請
書
に
も
と

づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
で
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
選
挙
権
の
あ
る
人
（
資

格
に
つ
い
て
は
広
報
諫
早
１
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
は
、
登
録
の

有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　

２
月　

日 

〜
３
月
８
日 

２３

■
と
こ
ろ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
市
役
所
本
館
７
階
）

※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
本
館
１

階
休
日
・
夜
間
受
付

■
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■
と
き
／
２
月　

日 
２５

　

午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
／
な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

※
入
場
料
無
料

■
内
容

　

講
演：

「
高
齢
化
す
る
ひ
き
こ

も
り
と
い
か
に
向
き
合
う
か
」

　

講
師：

精
神
科
医
・
斎
藤
環
さ
ん

※
講
演
後
、
ひ
き
こ
も
り
者
を
抱

え
る
家
族
の
交
流
会
あ
り

■
定
員
／
３
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
方
法

　

２
月　

日 

ま
で
に
郵
送
（
〒

１０

８
５
２
・
８
１
１
４
長
崎
市
橋

口
町　

・　

）
ま
た
は
フ
ァ
ク

１０

２２

ス
（�
０
９
５
・
８
４
６
・
８

９
２
０
）
で
長
崎
こ
ど
も
・
女

性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
央
保
健
所
地
域
保
健
課

　
（�
　

・
３
３
０
６
）

２６

　

平
成　

年
度
「
建
設
工
事
」「
業

２４

務
委
託
（
建
設
コ
ン
サ
ル
）」「
物

品
調
達
（
清
掃
等
業
務
委
託
を
含

む
）」
な
ど
の
入
札
（
見
積
）
参
加

者
の
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
必
要
と
な
る
関
係
書
類
な

ど
を
準
備
し
て
、
早
め
の
申
請
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

３
月
１
日 

〜　

日 
３０

※
今
回
は
中
間
年
の
申
請
で
あ

り
、
有
効
期
間
は
１
年
間
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成　
２３

年
３
月
に
す
で
に
資
格
審
査
申

請
書
を
提
出
（
平
成　

年
７
月

２３

か
ら
平
成　

年
６
月
ま
で
有

２５

効
）
し
、
入
札
参
加
希
望
業
種

の
追
加
が
な
い
場
合
は
、
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
建
設
工
事
」
の
登
録
を

し
て
い
る
方
で
、
最
新
の
経
営

事
項
審
査
結
果
を
提
出
し
て
い

な
い
場
合
は
、
随
時
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
要
項
・
申
請
書
配
布

　

２
月
１
日 

か
ら
、
市
契
約
課

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で

配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
契
約
課

※
平
成　

年
３
月
に「
建
設
工
事
」

２３

の
登
録
を
し
て
い
る
市
内
業
者

の
方
で
、
平
成　

年
４
月
１
日

２４

付
け
で
従
業
員
に
諫
早
市
消
防

団
員
が
い
る
場
合
は
、
要
項
・

申
請
書
様
式
の
中
の
消
防
団
員

雇
用
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
国
際
標
準
化
規
格
（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
）
認
証
取
得
に
関
す
る
登

録
証
の
写
し
・
各
種
表
彰
の
写

し
・
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
・

資
格
別
技
術
者
調
書
に
つ
い
て

も
、
該
当
が
あ
る
場
合
は
、
３

月
１
日
か
ら
４
月　

日
ま
で
に

１０

市
契
約
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
で
き
ま
す

平
成　

年
度
ひ
き
こ
も
り
を
考

２３

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
が
発
注
す
る
入
札
（
見
積
）

参
加
希
望
者
は
申
請
を
！
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広報 諫早 ２０１２年（平成２４年）２月号 14

　

市
は
、
ご
み
の
減
量
化
推
進
の

一
環
と
し
て
、
家
庭
用
の
生
ご
み

処
理
機
器
購
入
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
内
容

①
生
ご
み
処
理
容
器
（
Ｅ
Ｍ
バ
ケ

ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
）
は
購

入
価
格
の
２
分
の
１
（
上
限
は

２
万
円
ま
で
）、世
帯
に
２
個
ま

で
②
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
購
入

価
格
の
３
分
の
１
（
グ
リ
ー
ン

購
入
法
適
合
品
以
外
の
商
品
は

４
分
の
１
、
上
限
は
２
万
円
ま

で
）、
世
帯
に
１
台
ま
で

■
要
件

　

市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
も

の
（
補
助
金
の
交
付
を
す
で
に

受
け
た
人
も
、
生
ご
み
処
理
容

器
は
３
年
、
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
は
５
年
経
過
す
る
と
、
再

度
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

■
手
続
き

　

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
後
、
領

収
書
、
印
鑑
、
世
帯
主
の
通
帳
、

保
証
書（
電
気
式
の
場
合
の
み
）

を
持
参
し
、
市
環
境
政
策
課
ま

た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
支
所

住
民
福
祉
課

　

市
立
幼
稚
園

の
臨
時
職
員
登

録
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
つ
人

■
勤
務
内
容

①
養
護
事
務
お
よ
び
事
務
補
助

（
勤
務
期
間
６
カ
月
を
限
度
）

②
職
員
が
出
張
や
病
気
な
ど
で
勤

務
で
き
な
い
日
の
代
替（
月
１
、

２
回
程
度
）

■
勤
務
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

１０

５５

分
（
土
・
日
・
祝
日
・
幼
稚
園

休
業
日
を
除
く
）

■
勤
務
場
所

　

諫
早
・
北
諫
早
・
高
来
幼
稚
園

■
申
込
方
法

　

市
教
委
教
育
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
総
務
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
自
筆
で
記

入
し
、
写
真
を
張
り
、
幼
稚
園

教
諭
免
許
証
の
写
し
を
添
付
の

う
え
、
１
月　

日 

〜
２
月
９

３０

日 

の
間
（
土
・
日
を
除
く
）

に
市
教
委
教
育
総
務
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
採
用
内
定
者
に
は
、健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
教
育
総
務
課

　

市
立
小
・
中
学
校
の
学
校
司
書

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
資
格
を
持
つ
人

■
勤
務
内
容

　

学
校
図
書
館
業
務
に
関
す
る
こ

と
（
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運

用
支
援
、
学
校
図
書
館
の
環
境

整
備
、
読
書
指
導
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
本
の
読
み
語
り
な
ど
）

■
勤
務
時
間

　

１
日
６
時
間
（
休
憩　

分
間
）、

６０

週
５
日
勤
務
（
土
・
日
・
祝
日
お

よ
び
校
長
が
定
め
る
日
を
除
く
）

■
勤
務
場
所
／
市
立
小
・
中
学
校

（　

〜　

校
を
巡
回
）

１０

１１

■
申
込
方
法

　

市
教
委
学
校
教
育
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
面
接
日

時
連
絡
用
は
が
き
（
官
製
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
）
と

司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
資
格
取
得
証
明
書
の
写
し
を

添
付
の
う
え
、
１
月　

日 

〜

３０

２
月
６
日 

の
間
（
土
・
日
を

除
く
）
に
市
教
委
学
校
教
育
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
、
２
月
６
日 

必
着
）。

※
採
用
内
定
者
に
は
、健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
学
校
教
育
課

　

市
立
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援

教
育
補
助
員
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
要
件

　

特
別
支
援
教
育
に
理
解
が
あ

り
、
根
気
強
く
、
温
か
い
心
を

も
っ
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
人

■
勤
務
内
容

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
補
助
や
介
助
（
身
辺

介
助
、
校
内
外
移
動
の
補
助
、

安
全
確
保
、
学
習
活
動
円
滑
化

の
た
め
の
補
助
な
ど
）

■
勤
務
時
間

　

１
日
６
時
間
（
休
憩　

分
間
）、

４５

週
５
日
勤
務
（
土
・
日
・
祝
日
お

よ
び
校
長
が
定
め
る
日
を
除
く
）

■
勤
務
場
所

　

市
立
小
・
中
学
校
（
２
校
勤
務

有
）

■
申
込
方
法

　

市
教
委
学
校
教
育
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
面
接
日

時
連
絡
用
は
が
き
（
官
製
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
）
を

添
付
の
う
え
、
１
月　

日 

〜

２７

２
月
３
日 

の
間
（
土
・
日
を

除
く
）
に
市
教
委
学
校
教
育
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
、
２
月
３
日 

必
着
）。

※
採
用
内
定
者
に
は
、健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
学
校
教
育
課

　

市
立
小
・
中
学
校
の
心
の
ケ
ア

相
談
員
お
よ
び
心
の
教
室
相
談
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
要
件

　

学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
温

か
い
心
を
も
っ
て
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
人

■
勤
務
内
容

　

学
校
で
の
ふ
れ
あ
い
や
家
庭
訪

問
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
生
徒

の
話
し
相
手
と
な
り
、
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
。
ま
た
、

保
護
者
の
相
談
に
も
応
じ
、
必

要
な
助
言
を
行
う
。

■
勤
務
時
間

　

１
日
４
時
間
、
週
３
日
程
度
勤

務
（
年
間
１
０
０
日
以
内
）

■
勤
務
場
所

　

市
立
小
・
中
学
校

■
申
込
方
法

　

市
教
委
学
校
教
育
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
面
接
日

時
連
絡
用
は
が
き
（
官
製
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
）
を

添
付
の
う
え
、
２
月
１
日 

〜

　

日 

の
間
（
土
・
日
・
祝
日

１７を
除
く
）
に
市
教
委
学
校
教
育

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
、
２
月　

日 

必

１７

着
）。

市内の交通事故の発生状況（平成２３年の１年間：概数）
●人身事故９９９件●死者数３人●負傷者数１，３０３人（情報提供／諫早警察署）
夜間の外出の際は、明るい服装を心がけ、反射材を活用しましょう！

学
校
司
書
登
録
者

幼
稚
園
臨
時
職
員
登
録
者

心
の
ケ
ア
相
談
員
・
心
の
教
室

相
談
員

特
別
支
援
教
育
補
助
員
登
録
者

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の
購

入
費
を
補
助
し
ま
す
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市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

※
採
用
内
定
者
に
は
、健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
学
校
教
育
課

　

市
立
図
書
館
嘱
託
員
お
よ
び
臨

時
職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

司
書
ま
た
は
司
書
補
の
資
格
を

持
つ
人
（
３
月
ま
で
に
取
得
で

き
る
人
）
ま
た
は
１
年
以
上
図

書
館
勤
務
の
経
験
が
あ
る
人

■
勤
務
内
容

　

図
書
館
業
務
に
関
す
る
こ
と

■
勤
務
時
間

①
嘱
託
員：

７
・
５
時
間
（
午
前

８
時　

分
〜
午
後
８
時　

分
の
間
）

４５

１５

②
臨
時
職
員：

５
時
間
、６
時
間
、

７
時
間　

分
の
３
種
類
（
午
前

４５

８
時　

分
〜
午
後
８
時　

分
の
間
）

３０

１５

※
土
・
日
勤
務
有

■
勤
務
場
所

　

諫
早
市
立
図
書
館
・
図
書
室

■
申
込
方
法

　

各
図
書
館
に
備
え
付
け
の
申
込

書
（
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
張

り
、
司
書
ま
た
は
司
書
補
資
格

取
得
証
明
書
の
写
し
（
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
証
明
書
の
写

し
）
な
ど
を
添
付
の
う
え
、
１

月　

日 

〜
２
月
５
日 

の
間

２５
（
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）
に

各
図
書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
、
２
月
５
日 

必
着
）。

※
嘱
託
員
内
定
者
に
は
、健
康
診
断

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諫
早
図
書
館

　
（�
　

・
４
９
４
６
）

２３

　

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給

食
調
理
臨
時
職
員
と
代
替
調
理
員

（
調
理
員
が
休
ん
だ
と
き
に
、
代

わ
り
に
調
理
し
て
い
た
だ
く
人
）

な
ら
び
に
各
学
校
の
学
校
給
食
補

助
員（
配
膳
員
）と
代
替
学
校
給
食

補
助
員
（
給
食
補
助
員
が
休
ん
だ

と
き
に
、
代
わ
り
に
給
食
補
助
を

し
て
い
た
だ
く
人
）
を
募
集
し
ま

す
。
男
女
と
も
に
健
康
で
体
力
に

自
信
の
あ
る
人
を
希
望
し
ま
す
。

※
１
カ
月
の
勤
務
日
数
に
つ
い
て

は
、状
況
に
応
じ
か
わ
り
ま
す
。

○
給
食
調
理
臨
時
職
員
・
代
替
調

理
員
（
パ
ー
ト
）

◆
勤
務
日

　

給
食
実
施
日
で
年
間
１
９
０
日

以
内
（
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
勤
務
）

◆
勤
務
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

◆
賃
金

　

時
給
７
９
０
円

○
学
校
給
食
補
助
員
（
配
膳
員
）・

代
替
学
校
給
食
補
助
員

◆
勤
務
日

　

給
食
実
施
日
で
年
間
１
９
０
日

以
内
（
給
食
実
施
小
・
中
学
校

勤
務
）

◆
勤
務
時
間

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時
、

１０

３０

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時　

１０

３０

３０

分
ま
た
は
午
前　

時　

分
〜
午

１１

３０

後
１
時　

分
５０

◆
賃
金

　

時
給
７
０
０
円

■
申
込
方
法

　

市
教
委
教
育
総
務
課
ま
た
は
西

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
と
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

真
を
張
り
、
２
月
１
日 

〜　
１４

日 

の
間
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
に
市
教
委
教
育
総
務
課

ま
た
は
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
委
教
育
総
務
課

　

国
土
交
通
省
長
崎
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、
災
害
時
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
的
な
避
難
行
動
に
役

立
つ
よ
う
、
携
帯
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

な
ど
を
通
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

川
の
水
位
や
雨
量
情
報
な
ど
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
が
、素
早
く
・

正
し
く
・
分
か
り
や
す
く
伝
わ
っ

て
い
る
か
、
市
民
目
線
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
く
た
め
河
川
情
報

モ
ニ
タ
ー（
川
の
情
報
ご
意
見
番
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

満　

歳
以
上
で
、
川
や
ま
ち
づ

１８
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
ま
た
防

　

災
情
報
の
普
及
に
協
力
い
た
だ

け
る
人

※
本
明
川
流
域
で
各
地
域
か
ら
合

計　

人
程
度
（
報
酬
あ
り
）

１０

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

連
絡
先
を
記
入
し
、
本
明
川
へ

の
想
い
・
河
川
情
報
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
の
抱
負
を
５
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
メ
ー
ル
・
フ
ア

ク
ス
な
ど
で
、
４
月　

日 

ま

２０

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
長
崎
河
川
国
道
事

務
所
（�
０
９
５
・
８
３
９
・

９
２
１
１
）（�
０
９
５
・
８
３

９
・
９
３
５
３
）（
メ
ー
ル
：h

onm
yougaw

a@
qsr.m

lit.go
.jp

）

平
成　

年
度

２４

本
明
川
河
川
情
報
モ
ニ
タ
ー

図
書
館
嘱
託
員
・
臨
時
職
員

登
録
者

給
食
調
理
臨
時
職
員（
代
替
含
）・

学
校
給
食
補
助
員
（
代
替
含
）

全国一斉法務局休日相談所
　登記、戸籍、人権相談など身近な法律問題に
ついて、無料相談所を開設します。
■とき
　２月１２日 　午前１０時～午後４時
■ところ
　長崎地方法務局諫早支局　（幸町４－１２）
■問い合わせ先
　長崎地方法務局諫早支局（�２２－０４７５）

野鳥との接し方
○死亡した野鳥など野生動物は、素手で触らないでく
ださい。また、同じ場所でたくさんの野鳥などが死
亡していたら、市環境政策課または各支所住民福祉
課へ連絡してください。
○日常生活において、野鳥などの野生動物の排泄物な
どに触れた後は、手洗い・うがいをしてください。
○野鳥の糞が靴の裏や車両などに付き、鳥インフルエ
ンザウイルスがほかの地域へ運ばれる恐れがありま
す。野鳥には、近づきすぎないようにしてください。
特に、糞を踏まないよう十分注意し、必要に応じて
消毒を行ってください。
○野鳥を追い立てたり、捕まえようとすることは避け
てください。

■問い合わせ先
　市環境政策課または各支所住民福祉課

鳥インフルエンザウイルスは、野鳥観察など通常の
接し方では、人に感染しないと考えられています。
正しい情報に基づいた冷静な行動をお願いします。



■健康福祉センター（�２７－０７００）多良見支所住民福祉課（�４３－１１１１）森山保健センター（�３５－２８６６） 飯盛支所住民福祉課（�４８－１１１１）高来支所住民福祉課（�３２－２１１１）小長井支所住民福祉課（�３４－２１１１）
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■内　容／生活習慣病の予防や健診結果をもとにした健
康相談、心身の健康づくりの相談、保健師・栄養士に
よる個別相談

■相談窓口／健康福祉センター、森山保健センター、各
支所住民福祉課窓口で随時受付

※ウオーキング、ニュースポーツ教室は雨天中止。
※のんのこ２１サーキット・のんのこ体操は定員があるた
め要申込。
※水筒・タオル持参。教室開催に伴う保険には加入して
いませんのでご了承ください。
■問い合わせ先
　市運動普及推進員協議会事務局（�２７-０７００）

ところとき

市民ウオーキング（５～６ コース）
健康福祉センター

午前９時～１１時３０分
２月４日 

長田みのり会館２月１１日 
月の丘公園２月１８日 

ニュースポーツ教室（ペタンク）
眼鏡橋前芝生広場午前９時３０分～１１時２月２７日 

のんのこ２１サーキット
健康福祉センター、
たらみ会館午後１時３０分～３時毎週月曜日

高来会館午後８時～９時３０分毎週金曜日
のんのこ体操

健康福祉センター午前１０時～１１時３０分毎週火曜日
西諫早ふれあい会館午後１時３０分～３時毎週水曜日

　精神科医師などによる専門相談を行います。相談は予
約制です。必ず事前に予約してください。
◆心の健康、児童・思春期の問題行動、ひきこもりなど
精神保健福祉に関する相談

◆暮らしとこころの相談

■申込・問い合わせ先
　県央保健所地域保健課保健福祉班（�２６-３３０６）

※依存症（薬物やギャンブル）についての相談は、長崎
県長崎こども・女性・障害者支援センター（�０９５-８４６-
５１１５）へ。

ところとき

県央保健所

午後２時～４時３０分２月１日 
午後３時～５時２月７日 
午後２時～４時３０分２月１７日 
午後２時～４時３０分２月２４日 

ところとき

ハローワーク諫早午後１時３０分～４時３０分２月１３日 

　思春期の子どもたちのこころの健康についての講演
会です。親や家族など、子どもたちを見守っている人
は、ぜひお集まりください。
■と　き／２月７日 　午後７時～９時
■ところ／健康福祉センター多目的ホール
■演　題／「こころの元気をどう保つ？」
■講　師／こども医療福祉センター　小柳憲司さん
■申込期限／２月１日 
■申込・問い合わせ先
　健康福祉センター（�２７-０７００）

　子どもが毎日元気いっぱい、勉強やスポーツで最大限
の成果を出すためには？今回の講演会のテーマは「食卓
から子どもにエール！」です。
■と　き／２月８日 　午後２時～４時
■ところ／健康福祉センター多目的ホール
■演　題／「子どもと食卓と栄養」
■講　師／ニュートリ長崎代表
　村元淑子さん（管理栄養士）
■申込期限／２月１日 
■申込・問い合わせ先
　健康福祉センター
　（�２７-０７００）

　認知症は誰にでもおこりうる病気で、８５歳以上の４
人に１人はその症状があるといわれています。今回の講
演会では、認知症の人と、支える家族の葛藤、悲しさ、
混乱、喜びを詩の朗読を交えつたえます。認知症を理解
し、周囲のかかわり・支えあいについて一緒に考えてい
きませんか？
■と　き／１月２９日 　午後１時３０分～４時
■ところ／小長井文化ホール
■演　題／「支える側がささえられるとき～認知症の母
が教えてくれたこと～」
■講　師／藤川幸之助さん
　（詩人・児童文学作家、日本児童文学者協会会員）
■問い合わせ先／市高齢介護課（�２２-１５００）

　成人の６人に１人が糖尿病とその予備軍だといわれ
ています。糖尿病とその予防法について学びましょう。
■健康福祉センター会場
　と　き／２月１６日 　午後２時～３時３０分
　演　題／「糖尿病ってどんな病気？」
　講　師／つのお内科院長　角尾尚人さん
　申込期限／２月６日 
■多良見（たらみ図書館）会場
　と　き／２月２３日 　午後２時３０分～４時
　演　題／「糖尿病ってどんな病気？」
　講　師／たきの内科クリニック院長　瀧野博文さん
　申込期限／２月６日 
■申込・問い合わせ先
　健康福祉センター（�２７-０７００）
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2 月
※対象地域とは、中央が「諫早・上山・北諫早・上諫早小学校区」、北部が「西諫早・本野・御館
山・真城・真崎小学校区」、南部が「森山地域、小野・小栗・みはる台・有喜小学校区」、東部
が「小長井・高来地域、長田小学校区」、西部が「多良見・飯盛地域、真津山小学校区」です。

※１歳６カ月児健診と３歳児健診は、１回当たりの人数の均衡を図るため対象年齢を生年月日で区切っておりますので、ご注意ください。

受付時間ところとき対象者対象地域事業名

県内医療機関で個別健康診査を実施しています。
（受診票が必要です）

４～５カ月児
１０～１１カ月児全域乳　　児

健康診査

午後１時～１時１５分

森山保健センター６日�

生後１２月まで

南部

乳　　児
健康相談

多良見体育センター７日�西部（多良見・真津山）

健康福祉センター１４日�北部

田結公民館１７日�西部（飯盛）

高来会館２１日�東部（長田・高来）

健康福祉センター２８日�中央

午後１時～１時１５分

健康福祉センター２日�平成２２年６月１１日
～７月５日生中央

１歳６カ月児
健康診査

健康福祉センター９日�平成２２年５月１１日
～６月１０日生北部

高来会館１５日�平成２２年６月～８月生東部（長田・高来）

森山保健センター２２日�平成２２年５月１１日
～６月２０日生南部

多良見体育センター２３日�平成２２年６月生西部（多良見・真津山）

※歯科医院での個別健康診査を実施しています。
※対象者には前月に個人通知をします。平成２１年８月生全域２歳６カ月児

歯科健康診査

１２時４５分～午後１時

健康福祉センター３日�平成２０年８月生北部

３歳児
健康診査 健康福祉センター１０日�平成２０年８月１６日

～８月３１日生中央

多良見体育センター１６日�平成２０年７月１１日
～８月２５日生西部（多良見・真津山）

受付時間内容ところとき対象者事業名
午前９時３０分～１０時
（実施：２時間程度）お産や母乳健康福祉センター１２日�

妊婦とその家族
パパママ学級 午前９時３０分～１０時

（実施：２時間程度）栄養、口腔衛生健康福祉センター２６日�

※開催日の３日前までに、健康福祉センター（�２７-０７００）へ予約してください。

問い合わせ先ところ支援センター名
２２-２２８０野中町５０８-７中央子育て支援センター

２３-３７６５小野島町２０５７-１くるみの家

２６-９４４８山川町２４-３子育て支援センターほしのこ

３２-２１８２高来町峰１４４-３ほっとルーム

２２-５９２５栗面町３１５支援センターいちご

３５-５１４０栄町３-２４ビッグハート・アエル

４３-７２２２多良見町化屋７５９-７親子のひろば「アイアイ」

家庭で子育てしているお母さんたちを支援する
ため、市内７カ所に「子育て支援センター」が
あります。※内容などについては、各支援セン
ターにお尋ねください。

ところとき

市民センター午後１時～３時９日�

認知症の人と家族の会（渡部三津子さん）
（�２６-１７６３）

　保護者が子育ての中で感じる悩みや心配などの相
談に、臨床心理士と家庭相談員が応じます。お気軽に
ご相談ください。相談は予約制です。相談日の前日ま
でにご予約ください。
■と　き／２月２８日 　午後２時～４時
■ところ／たらみ図書館
■申込・問い合わせ先
　市こども支援課（�２２-１５００）
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　多良見地域恒例の「阿蘇神社節分祭」が行われ
ます。会場には出店が並び、年男・年女による
「福」（景品があたる番号）が入った豆まきなどが
行われます。
■と　き／２月３日 　午後５時～
■ところ／阿蘇神社境内（多良見町化屋）
■内　容／○火焼き（午後５時３０分～）
○豆まき（１回目：午後６時４０分～）（２回目：午
後７時４０分～）（３回目：午後８時４０分～）

○もちまき（午後８時５０分～）
■問い合わせ先／阿蘇神社（�４３－５２３５）

■と　き／２月２６日 　開会式午前９時～
　※雨天決行
■ところ／長田いこいの広場周辺
■クラス／小学生男子、小学生女子、中学生男子、
一般男子、一般女子（中学生女子含む）

■区　間／５区間（一般女子は４区間）
■参加料／１チーム１，０００円
■申込期限／２月３日 
■申込・問い合わせ先／長田出張所（�２３－９０２４）

　干拓の里から金比羅岳（標高２４７m）まで、皆で
楽しく歩きませんか？
■と　き／２月２５日 　午前８時１５分干拓の里駐
車場集合　※雨天中止

■対　象／２０歳以上（定員４０人）
■参加費／１，０００円（保険料・干拓の里入園料など
を含む）

■申込方法／１月２５日 から２月１０日 までに電
話またはファクスで干拓の里へお申し込みくだ
さい。

■申込・問い合わせ先／諫早ゆうゆうランド干拓
の里（�２４－６７７６）（�２４－１４６２）

　放送大学ではテレビなどの放送により授業をお
こなう通信制の大学です。働きながら学んで大学
を卒業したい、学びを楽しみたいなど、さまざま
な目的で、幅広い年代や職業の人が学んでいます。
■募集学生
○教養学部（１５歳以上）／科目履修生（６カ月間
在学）、選科履修生（１年間在学）、全科履修生（卒
業を目指す）

○大学院（１８歳以上）／修士科目生（６カ月間在
学）、修士選科生（１年間在学）

■出願期限／２月２９日 （必着）
■資料請求・問い合わせ先
　〒８５２－８５２１　長崎市文教町１－１４　長崎大学
文教キャンパス内放送大学長崎学習センター

　（�０９５－８１３－１３１７）（http://www.ouj.ac.jp）
　※資料請求は無料

■と　き／２月５日 
　午後１時～３時３０分
（開場：１２時３０分）
■ところ／諫早文化会館
■内　容
○長崎日本大学高等学校演劇部による演劇「潮騒
物語」（午後１時～）
○基調講演（午後１時５５分～）
　テーマ「私は仕事も家族もあきらめない～個人
も会社も成長するワーク・ライフ・バランス～」
　講師：佐々木常夫さん（東レ経営研究所特別顧
問、内閣府男女共同参画会議議員）
※入場無料。手話通訳、託児室有（原則１歳～就
学前児童、要申込）。託児を希望する人は１月３１
日 までにお申し込みください。
■託児申込・問い合わせ先
　市人権・男女参画課（�２４－１５８０）

佐々木常夫さん

　住民主体の実践活動と地域福
祉のあり方について、より一層
の充実と発展を目指し「第７回
諫早市社会福祉大会」を開催し
ます。
■と　き／２月２２日 
　午後１時３０分～４時３０分
■ところ／諫早文化会館　※入場無料
■内　容／○式典（午後１時３０分～２時１０分）
○活動発表（午後２時２０分～２時４０分）
○特別講演（午後２時５０分～４時２０分）
　演題　「行政に頼らないむらおこし」
　講師：豊重哲郎さん
■問い合わせ先
　諫早市社会福祉協議会（�２４－５１００）

豊重哲郎さん

ほやき
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2 月のイベントカレンダー　（諫早文化会館・市体育施設・県立総合運動公園などで開催される主なイベント）
問い合わせ先入場料時　間会　場内　容曜日

市バスケットボール協会
（�０９０－８６６３－９２１３）無料午前９時～多良見体育センター市地区冬季大会ミニバスケット

ボール（～５日）土４

市卓球協会
（�２６－１０１７）無料午前９時～小野体育館第２４回市卓球センター杯争奪卓

球大会日５

市スポーツ振興課
（�２２－２５４３）無料午前９時～小野体育館、森山ス

ポーツ交流館
市長杯新春親善ミニバレーボー
ル大会

土１１
市ソフトテニス連盟
（�０９０－４３４８－５１３７）無料午前９時～県立総合運動公園中地区高校生冬季ソフトテニス

大会

市バレーボール協会
（�０９０－５２８０－１８３７）無料午前９時～午後６時市体育館第７回新春バレーボール大会

日１２ 市銃剣道協会
（�０９０－４５８８－１０８４）無料午前９時～午後４時とどろき体育館第５０回全九州銃剣道・短剣道大

会

諫早吹奏楽団
（�０９０－７４３２－６２８１）

４００円
（小学生以下
無料）

午後２時～４時諫早文化会館諫早吹奏楽団第５２回定期演奏会

市小・中学校美術展運営委
員会（琴海中学校）
（�４４－１８８２）

無料午前９時～午後５時諫早文化会館第４２回市小・中学校美術展
（～１９日）金１７

市ソフトテニス協会
（�０９０－５２８４－２５６９）無料午前９時～小野体育館市インドアソフトテニス大会日１９

立野さん
（�２２－５０９３）無料午前９時～午後５時

（２６日は午後４時まで）諫早文化会館
第３７回長崎県独立書人団書展
第２９回九州独立選抜書展
（～２６日）

金２４

市バスケットボール協会
（�０９０－８６６３－９２１３）無料午前９時～午後５時

小野体育館、多良見体
育センター、とどろき
体育館

第７回諫早西ロータリークラブ
大会ミニバスケットボール
（～２６日）

土２５

市テコンドー協会
（�０９０－２９６５－５３７７）無料午前９時～午後５時森山武道館第２回市長杯テコンドー選手権

大会
日２６

市連合婦人会
（�２２－２８５６）無料午後１時～４時３０分諫早文化会館平成２３年度市婦人大会

　「第２２回伊東静雄賞」に西村泰則さん
（大村市）の作品「黒揚羽」が決まりまし
た。
　今回は、県内外から１１０７編の応募があり
ました。
　伊東静雄賞の作品と佳作４９人の氏名は、
諫早市芸術文化連盟の機関誌「諫早文化」
（平成２４年５月発行）に掲載されます。

◆伊東静雄賞とは
　本市出身の詩人伊東静
雄の業績を顕彰し、広く
後世に伝えるため、毎年
未発表の現代詩を募集
し、佳作５０編の中から賞
を決定するものです。

（市教委文化課）

　コスモス花宇宙館で、異色造形画作家・豊島淳子
さん（長崎県出身、佐世保市在住）の、「堰」（水
の流れを止める堰）と名付けられたシリーズを中
心に２０点余りの作品を展示します（入場無料）。
■と　き／２月１日 ～３月６日 　午前１０時～
午後８時（金～日曜日は午後１０時まで、月曜日は休館）

■問い合わせ先
　コスモス花宇宙館（�２３－９００３）

（栗林スポーツ賞とは）スポーツ活動において優
れた成績を収めた児童生徒を表彰します。
（浜教育文化賞とは）教育文化への功労者および
文化活動において優れた成績を収めた児童生徒
を表彰します。
■と　き／２月１８日 　午前１０時３０分～
■ところ／諫早文化会館
■問い合わせ先
　市教委学校教育課・文化課（�２２－１５００）

くろあげは

とよしまじゅんこ

せき
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▼男の料理教室（プロに学ぼ
う簡単メニュー③）
とき／２月２１日 午前１０時～正午
ところ／森山公民館　内容／プロの
調理師さんから直接、簡単手料理を
習いませんか　対象／男性（定員１６
人）　申込期限／２月６日 　※材
料代７００円

▼おはなし会
とき／２月２５日 午前１１時～１１時３０
分　ところ／飯盛図書室（飯盛支所
２階）　内容／「はるはすぐそこに」
対象／幼児・小学校低学年　※当日
参加可

▼ハンドメイド・カフェｉｎ田結
とき／２月２２日 午前１０時～正午
ところ／田結公民館　内容／お茶し
ながら羊毛チクチクフェルト。
ちょっとバージョンアップして第２
弾！　対象／成人（定員１５人）　申込
期限／２月１３日 　※参加費５００円

▼シネマカフェ
とき／２月１０日 午前１０時～１１時３０
分　ところ／高来会館　内容／お茶
の間気分で「映画鑑賞」　対象／成人
申込期限／２月６日 　※参加費
２００円程度
▼家庭教育を考える
とき／２月２３日 午後７時３０分～９
時　ところ／高来会館　内容／講演
「家庭内暴力の背景と考察」　対象
／成人　申込期限／２月２０日 
※当日参加も可

▼親子リトミック教室

とき／２月８日 午前１０時～正午
ところ／高来西ゆめ会館　内容／親
子でリズミックに楽しもう　対象／
女性（定員２０人）　申込期限／２月３
日 

▼野外体験
とき／２月１１日 午前９時～午後３
時　ところ／高来西ゆめ会館集合　
内容／椎茸菌の打ち込みを体験　対
象／子ども（定員１５人）　申込期限／
２月３日 　※公用バス利用。弁当・
水筒持参
▼ルーシーダットン
とき／２月２１日 午後７時３０分～９
時３０分　ところ／高来西ゆめ会館　
内容／タイ式ヨガでリラックス　対
象／女性（定員２０人）　申込期限／２
月１４日 
▼史跡探訪
とき／２月１７日 午前９時～午後４
時　ところ／多良見町方面　内容／
史跡巡りで学習しよう　対象／女性
（女性学級会員優先・定員２０人）　申
込期限／２月１０日 　※公用バス利
用。参加費５０円（保険料）

▼おはなし会
とき／２月１１日 午前１０時～１０時３０
分　ところ／小長井文化ホール　内
容／絵本の読み聞かせ　対象／幼
児・小学校低学年　※当日参加可
▼これが男のフィットネス
とき／２月７日 ・２１日 、３月６
日 午後７時３０分～９時３０分　とこ
ろ／小長井文化ホール　内容／健康
運動　対象／成人（女性の参加可）
※当日参加可（できるだけ事前予約）
▼子ども映画上映会
とき／２月４日 午前１０時～１１時３０
分　ところ／小長井文化ホール
内容／「わんぱくニルス」「がんばれ
スイミー」「まんが日本昔ばなし」　
対象／幼児・小学生　※当日参加可

■とき／２月１８日 
　午前１０時３０分～
■ところ／高来東児童館
■対象／小学生　■定員／２０人
■参加費／１００円
■問い合わせ先
　高来東児童館（�３２－５８５８）

シチュー作り

■とき／２月１７日 午後３時～
■ところ／たらみ図書館海のホール
■演題／「殯の森」（２００８年日本）
※入場無料
■問い合わせ先
　たらみ図書館（�４３－４６１１）

たらみ図書館映画上映会

■とき／２月１８日 午後１時～
■ところ／高来西児童館
■対象／小学生以上
■定員／１５人　■参加費／無料
■問い合わせ先
　高来西児童館（�３２－５２０４）

クッキー作り

■とき／２月１８日 
　午前１０時１５分～
■ところ／諫早図書館２階視聴覚ホール
■演題／「金色のくじら」、「にんぎょ
うげき⑥（てぶくろをかいに）」、
「まんが日本昔ばなし（おいてけ
堀・河童のくれた妙薬）」　

※定員１００人
■問い合わせ先
　諫早図書館（�２３－４９４６)

子ども映画教室
■とき／２月４日 
　午前１１時４０分～１２時１０分
■ところ／たらみ図書館海のホール
■内容／赤ちゃんからおじいちゃん
おばあちゃんまでどなたでも楽し
めるミニコンサート　※入場無料

■問い合わせ先
　たらみ図書館（�４３－４６１１）

たらみ図書館ミニコンサート

　年に一度の蔵書点検・書架整
理などのため、各図書館で下記
の期間を特別整理期間として臨
時休館いたします。
　ご不便をおかけしますが、皆
さんのご理解とご協力をお願い
します。

２月１日�～３日�小長井図書室

２月８日�高来図書室

２月９日�飯盛図書室

２月１５日�～１８日�森山図書館

２月２１日�～２５日�たらみ図書館

２月２９日�
～３月２日�

西諫早図書館

３月６日�～１１日�諫早図書館

もがり



公
民
館
講
座

申込・問い合わせは、各公民館へ
※講座によっては、応募多数の場合は抽選となります。
※託児の対象年齢は、生後 6月～就学前です。

21 ２０１２年（平成２４年）２月号 広報 諫早

▼講演「建物の耐震化につい
て」（県政出前講座）
とき／２月１日 午後１時３０分～３
時３０分　ところ／中央公民館
内容／一般住宅の耐震化についての
お話　対象／成人　※当日参加可
▼おもちゃ病院
とき／２月８日 午前１０時～午後４
時　ところ／中央公民館　内容／壊
れたおもちゃをおもちゃドクターが
無料で修理します　※当日参加可。
部品代の実費負担有
▼ピアノで歌おうポピュラーソング
とき／２月２３日 、３月１日 ・８
日 ・１５日 ・２２日 （全５回）午
後１時３０分～３時３０分　ところ／中
央公民館　内容／ピアノの生伴奏で
好きなポピュラーソングを歌おう
（最終日は発表会）　対象／成人　
申込期限／２月２０日 　※歌いたい
曲をお知らせください。楽譜代の負
担有
▼平成２３年度「女性大学」閉講式
とき／３月２２日 午後１時３０分～３
時３０分　ところ／中央公民館
内容／女性大学成績優秀者の表彰と
修了証書授与式、「ピアノで歌おうポ
ピュラーソング」受講生発表会　対
象／女性（男性の聴講可）　※当日参
加可

▼しらなきゃ損する郷土料理
とき／２月１９日 午前９時～午後１
時　ところ／高来ふれあい会館
内容／どろりそばを作る　対象／成
人　申込期限／２月６日 　※参加
費３００円（材料代・保険料）

▼小栗大学
とき／２月１５日 午前９時３０分～１１
時　ところ／小栗ふれあい会館　内
容／「葬儀からみた心配り」すこや
かに生きるための気づき　対象／成
人・高齢者　申込期限／２月３日 
▼ママのためのヨガ
とき／２月２２日 、３月７日 午後
１時３０分～３時３０分　ところ／小栗
ふれあい会館　内容／顔トレーニン
グ＆骨盤のゆがみを和らげ、お腹ま
わりスッキリ　対象／親子（こども
は３カ月以上）　申込期限／２月３

日 　※ヨガマットまたはバスタオ
ル持参
▼フラワーアレンジメント講座
とき／２月２９日 午後２時～４時
ところ／小栗ふれあい会館　内容／
「卒業する君へ」大切な人にお花を
プレゼントしてみませんか　対象／
成人・高齢者　申込期限／２月１０日
 　※エプロン・はさみ・ハンドタ
オル持参。材料代負担有

▼囲碁初級講座
とき／２月７日 ・１４日 ・２１日 
（全３回）午後１時３０分～３時３０分
ところ／長田みのり会館　内容／は
じめての囲碁　対象／成人　申込期
限／１月３１日 

▼愛情をほんのり包んだロー
ルケーキはいかが？
とき／２月８日 午前９時３０分～１２
時３０分　ところ／本野ふれあい会館
内容／大切な人へ心を込めたプレゼ
ントを　対象／成人　申込期限／２
月２日 　※材料代負担有
▼寒い冬のエクササイズ・心
も体もポッカポカ
とき／２月８日 ・１５日 午後１時
３０分～３時　ところ／本野ふれあい
会館　内容／一緒に体を動かして頭
の体操をしようよ！　対象／成人　
申込期限／２月２日 

▼バレンタインチョコ作り講座
とき／２月４日 午前９時３０分～
１１時３０分　ところ／有喜ふれあい会
館　内容／手作りチョコでバレンタ
インを楽しもう　対象／親子
申込期限／２月２日 　※三角巾・
エプロン持参。材料代負担有
▼韓国料理講座
とき／２月１０日 午前９時３０分～１２
時３０分　ところ／有喜ふれあい会館
内容／本場韓国風定食をめしあがれ
対象／成人　申込期限／２月７日 
※三角巾・エプロン持参。材料代負
担有
▼教養（講演）講座
とき／２月２１日 午後１時３０分～３
時　ところ／有喜ふれあい会館　内
容／たった一度の人生だから　対象
／高齢者　※当日参加可

▼有喜ふれあいコンサート講座
とき／２月２４日 午後７時３０分～９
時　ところ／有喜ふれあい会館　内
容／心暖まる暖々コンサート　対象
／成人　※当日参加可

▼韓国の人に教わる料理教室
とき／２月８日 ・２２日 （全２回）
午前１０時～正午　ところ／小野ふれ
あい会館　内容／本場の韓国家庭料
理の味を楽しみましょう　対象／成
人　申込期限／２月３日 　※三角
巾・エプロン持参。材料代１回１，０００
円
▼ズンバフィットネス
とき／２月１０日 ・１７日 、３月２
日 ・９日 （全４回）午後７時３０
分～９時３０分　ところ／小野ふれあ
い会館　内容／ラテン系の音楽に合
わせて楽しく体を動かしましょう。
軽快なリズムで陽気にストレス発
散！　対象／成人　申込期限／２月
３日 　※運動ができる服装で。ヨ
ガマットまたはバスタオル持参
▼小野大学「知っておきたい
医療保険と介護保険」
とき／２月１４日 午前１０時～１１時３０
分　ところ／小野ふれあい会館　内
容／医療保険と介護保険のチェック
ポイント　対象／高齢者（成人の参
加可）　※当日参加可

▼明生教室「多良見町の歴史」
とき／２月２７日 午前１０時～正午
ところ／たらみ会館　内容／多良見
町の歴史を学ぶ　対象／高齢者　※
当日参加可
▼歴史講座「長崎さるく」
とき／３月２７日 午前１０時～午後１
時　ところ／長崎市丸山周辺　内容
／長崎市内の史跡を歩いて見学　対
象／成人（定員１５人）　申込期限／３
月１５日 　※参加費１，０００円

▼「角煮まんじゅう」作り
とき／２月２１日 午前１０時～正午
ところ／多良見多目的研修館　内容
／おいしい角煮まんじゅうを手作り
で！　対象／成人（定員２０人）　申込
期限／２月１０日 　※エプロン・三
角巾持参。参加費５００円
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森
山
町
の
洋
画
家
で
、県
美
術
協
会
副
会
長
の
小
川 
巧 こう

（
本
名：

た
く
み
）さ
ん
。小
川
さ
ん
は
、参
議
院
の
依
頼
を

受
け
て
、「
参
議
院
開
設
１
２
０
周
年
式
典
」の
様
子
を
描

い
た
油
絵
を
制
作
し
ま
し
た
。こ
の
油
絵
は
、昨
年
末
完
成

し
、参
議
院
に
送
り
、議
長
応
接
室
に
記
録
絵
画
と
し
て
飾

ら
れ
ま
す
。今
月
は
、小
川
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

小
川
さ
ん
は
佐
賀
県
生
ま
れ
で
、中
学
生
の
と
き
に
市

内
へ
移
り
住
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。小
さ
い
と
き
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、北
諫
早
中
学
校
で

美
術
部
に
入
り
、顧
問
の
先
生
に
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、

２
年
生
の
と
き
に
油
絵
を
描
く
よ
う
勧
め
ら
れ
、指
導
を

受
け
た
そ
う
で
す
。そ
の
後
、諫
早
高
校
、愛
知
県
立
芸
術

大
学
、大
学
院
へ
と
進
み
、イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
美
術

ア
カ
デ
ミ
ア
に
留
学
。帰
国
後
、長
崎
北
陽
台
高
校
講
師
、

海
星
高
校
の
美
術
科
教
諭
と
し
て
勤
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、第
６
回
別
府
現
代
絵
画
展
・
別
府
市
美
術
館
賞
を

は
じ
め
、第　

回
二
紀
展
・
宮
本
賞
、第　

回
伊
豆
美
術
祭

５４

１８

絵
画
公
募
展
・
大
賞
、欧
州
国
際
文
化
賞
な
ど
数
々
の
賞
を

受
け
ら
れ
、現
在
は
、長
崎
美
術
学
院
の
理
事
長
を
務
め
な

が
ら
、個
展
や
コ
ン
ク
ー
ル
、グ
ル
ー
プ
展
な
ど
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、平
成　

年　

月
に
、参
議
院
か
ら
議
長
応
接

２２

１０

室
に
飾
る
記
録
絵
画
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。小
川

さ
ん
は
、最
初
と
て
も
驚
か
れ
た
そ
う
で
す
が
、「
国
の
仕

事
が
で
き
る
。絵
画
は
国
が
管
理
し
、損
な
わ
れ
る
心
配
も

な
い
。永
久
保
存
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
」と
思
い
、ま
た
、「
長
崎
の
画
家
と
し
て
は
は
じ

め
て
で
長
崎
の
ア
ピ
ー
ル
も
で
き
る
」と
快
く
承
諾
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

油
絵
は
、同
年　

月
に
行
わ
れ
た
式
典
を
取
材
し
た
も

１１

の
で
、天
皇
、皇
后
両
陛
下
の
前
で
、当
時
の
西
岡
武
夫
議

長
が
式
辞
を
述
べ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。小
川
さ

ん
は
、「
構
図
を
作
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。全
体
を
入
れ

る
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
絵
の
中
に
入
れ
る
の
が
難

し
か
っ
た
」ま
た
、「
人
物
に
動
き
や
リ
ズ
ム
感
、ち
ょ
っ
と

し
た
表
情
を
描
く
こ
と
に
神
経
を
使
い
ま
し
た
」と
制
作

の
苦
労
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、「
完
成
し

た
と
き
は
、ほ
っ
と
し
た
。自
分
で
も
満
足
で
き
た
。描
い

て
い
て
す
ご
く
気
持
ち
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
は

と
聞
く
と
、「
自
分

が
満
足
す
る
思
い

ど
お
り
の
作
品
を

残
し
た
い
。
で
き

れ
ば
、
歴
史
に
残

る
よ
う
な
作
品
を

作
り
た
い
で
す
ね
」

と
穏
や
か
な
表
情

で
語
ら
れ
ま
し
た
。

■
材
料（
２
人
分
・
２
種
類
）

ご
飯
・・・
１
合
分（
３
６
０
㌘
）

　

酢
・・・・・・・・・・・・
大
さ
じ
２

　

砂
糖
・・・
大
さ
じ
１
・
１
／
２

　

塩
・・・・・・・・・・
ひ
と
つ
ま
み

ミ
ニ
ト
マ
ト
・・・・・・・・・・
２
個

キ
ュ
ウ
リ
・・・・・・・・
１
／
６
本

【
鶏
そ
ぼ
ろ
】

鶏
ひ
き
肉
・・・・・・・・
１
０
０
㌘

　

し
ょ
う
ゆ
・・・・・・
小
さ
じ
２

　

酒
・・・・・・・・・・・・
小
さ
じ
２

　

砂
糖
・・・・・・・・・・
小
さ
じ
２

油
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
適
量

生
姜
の
甘
酢
漬
け
・・・・・・　

㌘
２０

【
炒
り
卵
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
】

卵
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１
個

砂
糖
・・・・・・・・・・・・
小
さ
じ
１

塩
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
少
々

油
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
適
量

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・・・・
１
／
４
束

■
作
り
方

①
ご
飯
に
合
わ
せ
酢
を
回
し
か
け
て
切
る
よ
う

に
混
ぜ
、す
し
飯
を
作
る
。

②
す
し
飯
は
１
人
分
ず
つ
分
け
、さ
ら
に
２
等
分

に
す
る
。

③
２
種
類
、そ
れ
ぞ
れ
１
人
１
個
ず
つ
作
る
。

【
鶏
そ
ぼ
ろ
】鍋
に
油
を
熱
し
、鶏
ひ
き
肉
と
Ａ
を

入
れ
て
火
に
か
け
、炒
り
煮
し
て
鶏
そ
ぼ
ろ
を

作
る
。生
姜
の
甘
酢
漬
け
は
細
か
く
切
る
。

カ
ッ
プ
に
、す
し
飯
↓
生
姜
の
甘
酢
漬
け
↓
す

し
飯
↓
鶏
そ
ぼ
ろ
の
順
に
重
ね
、上
に
生
姜
の

甘
酢
漬
け
を
の
せ
る
。

【
炒
り
卵
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
】卵
に
砂
糖
と
塩
を

混
ぜ
合
わ
せ
る
。フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、

卵
液
を
流
し
て
炒
り
卵
を
作
る
。ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
は
ゆ
で
て
水
気
を
絞
り
、細
か
く
刻
む
。

カ
ッ
プ
に
す
し
飯
を
入
れ
、炒
り
卵
と
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
を
の
せ
る
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ッ
プ
寿
司
に
、ミ
ニ
ト
マ
ト
と

キ
ュ
ウ
リ
を
飾
る
。

カ
ッ
プ
寿
司

◆「主食」は、ご飯など、人間の活動
に重要なエネルギー源です。

◆県内一の米どころ諫早！おいし
くお米を食べましょう。

◆色どりがよく、押し寿司やちら
し寿司を作るより手軽です。お
弁当にもいいでしょう。 vol.９

���
合わせ酢

���
Ａ

参議院の開設１２０周年を記念して描かれた油絵
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Ａ「オーット　キューハ　ヒヤカネ」

（いやあ、今日は寒いね。）
　

Ｂ「ウン、ソギャン、ソギャン。

　　　　テドマ　キャーコシケテ、

　　　　シゴタ　サレン。」

（はい、そうそう。手などすっかり
かじかんで、仕事はできない。）

　全問正解者の中から抽選で、毎月５人に図書カードをプレ
ゼント！答えのヒントは誌面の中です。はがきに答えと住所、
氏名、年齢、広報誌へのご意見を書いて、２月８日 必着で秘
書広報課までどうぞ！なお、当選者の発表は、発送をもって代
えさせていただきます。
　問題①平成２４年経済センサスの別名は「経済の○○○○」
　問題②今年の市の新成人は何人？
　問題③小児救急医療電話相談「＃○○○○」を活用ください
　問題④第２２回伊東静雄賞の作品名は西村泰則さんの○○○
　問題⑤諫早の冬の味覚で「海のミルク」といえば、小長井○○
●前号の答え　お年玉（オトシダマ）
【タテのカギ】①オコシ②タカ③マユミ④キリン⑧ダイズ⑩カ
カト⑫ナマコ⑬ユカタ⑮ダエン⑯クシ
【ヨコのカギ】①オガタマノキ⑤カユ⑥リシ⑦シダ⑨ミカン⑪
イモ⑬ユズ⑭コトダマ⑯クマ⑰エコ⑱タワシ⑲トン
●応募総数　７２通

　「とっておきマイ・レシピ」（ご家庭のかんたんレシピ）、「わ
たしの宝物」（皆さんの思い出の宝物）、お気に入りのイラス
ト・写真の投稿をお待ちしています。掲載させていただいた場
合は図書カードをプレゼント！投稿・ご連絡はこちらです。↓
　�８５４－８６０１　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）
　�２３－６０３１　�２２－１５００

　「手が凍える」と同じくらいの冷たさを言って
いると思われます。それに接頭語「キャー」が付
いて、いっそうその冷たさを強調しています。
　その昔、「いろり（囲炉裏）」の炭火で暖をとっ
て、話題に花を咲かせていました。ご参考までに、
その昔は、「いろり」のことを〔ゆるり＝ユルイ〕
と言っていたそうです。諫早地方でも間違いな
く「ユルイ」と言っていました。
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　諫早の冬の味覚といえばそう、小長井 牡  蠣 ！栄養豊富な諫早湾で育まれ
か き

たプリプリ身が詰まった手の平サイズの大粒な「海のミルク」。一口食べれ
ば、濃厚なカキの旨みが口いっぱいに広がるスペシャルなおいしさ。
　「これを食べなきゃ始まらない！」ということで今月は、小長井町漁協直
売店へ向かいました。
目的地は小長井町漁協直売店
　市街地から長田バイパスを通り、国道２０７号を進み、小長井町に入ると右
手に諫早湾が広がります。遠目には、雲仙岳が一望でき、その景色は格別で
す。そして、海を見ると、所々にカキを養殖するいかだが浮かんでいるのが
見えます。諫早湾は、波穏やかな湾で、ここに流れ込む多良山系を源とする
川は、貝類の好物・植物性プランクトンを育てる栄養塩類をたっぷり運びま
す。小長井の海は貝類にとって最高に居心地のいい環境だと言われていま
す。その景色を横目に、小長井支所を過ぎ、そこからさらに進むこと約５分。
佐賀県との県境手前に今回の目的地である小長井町漁協直売店があります。
主役のカキは
　店内には新鮮なお魚や水産加工品などが販売されていて、県内外から多
くのお客さんが訪れていました。主役のカキはというと、どーんと正面に山
積みされていて１袋１，０００円で販売されていました。この小長井牡蠣は、他
の地域のカキと比べると、アミノ酸含有量が高いのが特徴で、アミノ酸には
脂肪を減らす効果やむくみの解消、シミやくすみの改善などさまざまな効
果があるので特に女性に好評だとか。また、「身入り」「味」ともに抜群で、初
めてその身を見た人はその大きさにビックリするほど。プリップリと大粒
で、焼いても身が縮まず、潮の香りと濃厚な甘味は一度食べたら病みつきに
なること間違いなしだそうです。そして、うれしいことに購入したカキは、
隣接するかき焼き小屋でそのまま焼いて食べることができるのです。
その味に舌鼓
　そこでさっそくこのカキを購入し、レジで受け付けをすませ、かき焼き小
屋へ。かき焼き小屋は、カキ焼き台使用料（炭代込み）が１台３００円、カキナイ
フ（レンタル）が１本１００円（※返却時、返金）、また、軍手、火バサミなどは無
料で貸し出してくれます。中は、すでに満員に近い状態で、カキ焼きを楽し
む人たちで賑わっていました。空いている台を見つけ、はやる気持ちを抑え
ながら炭火の上にカキをのせて焼いていきます。すると、たちまちカキのい
い匂いがしてきます。油断すると、殻がパンッとはじけたりするので目が離
せません。しばらくすると殻が開いてきます。殻が開いてくるとさあ食べご
ろです。期待に胸を膨らませ、殻を開くと、そこには待ちに待った巨大なプ
リップリのカキの身が！ゴクッと唾を飲む瞬間です。そしてアツアツのカ
キを口にほお張るとそのおいしさは格別。とっても幸せな気持ちに。気づけ
ばあっという間にカキの殻の山がバケツいっぱいになっていました。
　これからますますカキはおいしくなっていきます。皆さんも諫早の名物
「小長井牡蠣」をぜひ一度、ご賞味ください。小長井町漁協直売店（�３４－２３３６）
『こながい「とれたて市」』開催！
毎年大絶賛！カキ焼きや地場産農水産物の販売。カキ鍋の無料配布などを予定■とき／２月４日�・５日
�午前１０時～午後４時※雨天時中止■ところ／小長井中央港■問い合わせ先／実行委員会（�３４－２１１１）
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ボリューム満点！プリップリのカキを求めて小長井へ
其の二十一


